
ADHD
（注意欠如・多動症）の根本的な特性そのものを「消す」特効薬としての西洋薬（コンサータ
やストラテラなど）とは異なり、漢方薬は「心身のバランスの偏り（気・血・水の乱れ）や、
それに伴う二次的な不調（不安、イライラ、不眠、疲労感）」を和らげる補助的なアプローチ
として活用されることがあります。

特に、西洋薬の副作用が強くて続けられない場合や、流通不安定などの理由で薬物療法を補完
・代替したいケースにおいて、東洋医学的な視点は一つの選択肢となります。

東洋医学では、脳の過覚醒や衝動性、感情のコントロールの難しさを「気の高ぶり」や「血行
の滞り」「自律神経の乱れ」として捉えます。

抑肝散（よくかんさん）
特徴・効果 :
神経の高ぶりをしずめ、イライラ、怒りっぽさ、緊張感、不眠などを緩和する代
表的な処方です。
関連性 : ADHD
の衝動性や、感覚過敏からくるイライラ・パニック傾向のある方に用いられます
。小児から成人まで幅広く使われます。

三黄瀉心湯（さんおうしゃしんとう）
特徴・効果 :
のぼせ感があり、イライラして怒りっぽい、いわゆる「実証（体力があるタイプ
）」の方の興奮をしずめます。
関連性 :
激しい衝動性や強いイライラ、頭部に血が上るような興奮をクールダウンさせる
目的で使用されます。

ADHD
の特性と漢方薬によるアプローチの全体像

1. ADHD
の主要な特性・随伴症状と対応する代表的な漢方薬

① 落ち着きのなさ・イライラ・衝動性の緩和

② 不注意・慢性疲労・気力の低下へのアプローチ



甘麦大棗湯（カンバクタイソウトウ）
特徴・効果 :
心を穏やかにし、急な感情の揺れや不安感、ヒステリー傾向、不眠を和らげます
。

補中益気湯（ほちゅうえっきとう）や十全大補湯（じゅうぜんたいほとう）
特徴・効果 :
胃腸の働きを高め、慢性的な疲労感や気力の低下、燃え尽き状態（二次的うつ）
を改善します。
関連性 :
不注意による失敗の蓄積や先延ばしで心身が疲弊している状態をサポートします
。

柴胡加竜骨牡蠣湯（さいこかりゅうこつぼれいとう）
特徴・効果 :
精神不安があり、動悸、不眠、便秘などを伴う神経症的な症状に効果を発揮しま
す。
関連性 :
脳の過覚醒により夜も休まらない状態や、慢性的な緊張を緩める目的で使用され
ます。

酸棗仁湯（さんそうにんとう）
特徴・効果 :
心身が疲れ切っているのに神経が逆立って眠れない、夜中に何度も目が覚めると
いった状態を優しく鎮めます。
関連性 :
慢性的なストレスや疲労の蓄積で神経のバランスが崩れ、熟睡感を得られない場
合に適しています。

黄連解毒湯（おうれんげどくとう）
特徴・効果 :
体力があり、のぼせ気味で、イライラや不安感が強く興奮して眠れないタイプの
興奮をしずめます。
関連性 :
脳の過覚醒や強い熱感、焦燥感をクールダウンさせる作用が強いのが特徴です。

加味帰脾湯（かみきひとう）
特徴・効果 :
ストレスが続いてくよくよと思い悩んだり、不安や不眠、貧血気味や疲労感を伴
う場合に効果を発揮します。
関連性 :
心身のエネルギーや栄養が枯渇して不安や不眠が強くなっている状態を胃腸を労

③ 睡眠障害・神経の昂り（不眠・焦燥感）の改善



わりながら立て直します。

東洋医学のアプローチには独自のメリットがありますが、 ADHD
治療において注意すべき点も存在します。

「体質（証）」の診断が不可欠 :
西洋薬のように「この病名だからこの薬」という一律の処方ではなく、患者の体
格、体力、冷えの有無などの「証」に合わせて処方を選ぶ必要があります。自己
判断で選ぶと効果が出ないばかりか、副作用につながることもあります。

即効性と効果の限界 :
中枢神経刺激薬のような劇的な「注意力のブースト（覚醒感）」は期待しにくく
、あくまで心身のベースを整えたり、二次的な症状（不安や不眠）の負荷を下げ
る「クッション」としての役割が中心となります。

西洋薬や環境調整との併用視点 :
漢方薬単体で ADHD
の不注意を完全にカバーすることは難しいため、外部記憶システムや環境調整（
非薬物療法）と組み合わせることで、初めて実用的な効果を発揮します。

ADHD
の特性やそれに伴う生きづらさに対して、漢方薬は「脳の過覚醒をしずめる」「慢性的な心身
の疲労を回復する」という面で強力なサポーターになり得ます。

ただし、安易な自己流の服用ではなく、東洋医学に理解のある専門医や漢方医に相談し、自身
の体質やライフスタイルに合った処方を見極めていくプロセスが何よりも重要なのです。

2. 漢方薬を使用する際の留意点と限界

まとめ
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